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1 は じ め に

ソルガム類は暖地を原産とする作物であるが,乾物生産

力が高く繊維に富む等の優れた特性を有している。このた

め,寒冷な東北地域でも,古 くより,ソ ルガム類を導入 し

ようとする試みがなされてきた。本報では,ソ ルガム類に

ついて,東北地域の各県で過去に実施された試験を整理し

て乾物生産性を明らかにし,東北地域における定着条件を

論議した。

2 ツルガム類についての試験研究の概要

東北地域において,ソ ルガム類に関する試験研究は1976

年以前にも実施されているが,組織的に取り組まれるよう

になったのは1977年以降である。1977年以降の試験を概略

整理して見ると,ま ず,1977年～1980年の 4年間に岩手県,

宮城県,山形県の 3県で,品種適性調査事業により,ス ー

ダン型ツルガムおよびスーダングラスを主とする9品種の

生育・収量特性が調査された。次に,1979年以降,水田転

換畑を利用した栽培研究が,主にスーダン型品種を用いて

数県で実施されている。1982年以降になると各県で
『
l種選

定試験等が実施されるようになり,1989年 までに生育型の

異なる約90品種・系統の生育特性,収量性が調査されてい

る。そして,安定・多収のための播種時期,播種量を中心

とする栽培法試験が実施された。さらに,近年では,ソ ル

ゴー型の中で茎に糖を高濃度に蓄積する品種が,糖生産の

ためのバイオマス資源として注目を浴び,寒冷な東北地域

における適応性と糖生産性についての試験も多く行われた。

以上のような試験研究の経緯を経て,ち なみに,兼用型

ではスズホ,「S4.P956,ソ ルゴー型ではSUGAR GRA
ZE,SGlA,FS902,ス ーダン型ではSXll,SS206,P988,
グリーンソルゴーが奨励・優良品種として選定されている。

3試 験 方 法

ソルガム類について,過去に蓄積された試験成績を用い,

東北地域における乾物生産性と暖地地域 (近畿
。中国地域

及び九州地域)における乾物生産性とを比較した。また ,

東北地域内における乾物生産性の地域間比較を行った。比

較に用いた試験成績の概要は以下の通りである。

(0 東北地域の試験成績
1982年～1989年の東北農業試駒成績計画概要集 ―草地・
飼料作― に掲載されたソルガム類の試験成績をデータベー

ス化した。データ数は553,こ のうち品種選定に関係する

データが411,播種期,播種量等の栽培法に関係するデー

タが168,現地実証試験のデータが63で あった。本報では

「
1種選定及び栽培法試験の成績を対象とし,各県で共通的

に供試され,かつ,試験回数の多い品種を検索・抽出して

乾物生産性の比較を行った。刈取期の熟度は大部分の場合

に.早生～中生品種が乳熟期以降で完熟期のものも多く,

一方,晩生品種では,糊～完熟期のものもあったが,大部

分のものは乳熟期以前であった。

2)近畿 。中国地域の試験成績
近畿・中国地域ツルガム連絡試験の成績を用いた。当該

連絡試験の概要を以下に示した。

試験年次 :1987年～1989年

参画場所 :近畿・ 1夕国管内の国公立の16試験研究機関

供試品種 :ソ ルゴーとスーダングラスの計91品種。

収量調査 :1回刈区と2回刈区を設定。 1回刈区の刈

取と2回刈区の 1回目刈取を手l漁期に魏

6)九州地域の試験成績
九州地域ソルガム連絡試験の成績を用いた。当該連絡試

験の概要を以下に示した。

試験年次 :1989年～ (本報では1989年のデータを利用)

試験場所 :九州管内の国公立の9試験研究機関

供試品種 :FS401R,FS403,SIL099, FS305, KCS
105,Sじ GAR GRAZE,SGlA

収量調査 :2回刈とし,1回目刈取を出穂期に実施。

4 試験結果及び考察

(1)暖地地域との比較

東北,近畿 。中国及び九州の各地域で共通的に供試され

た代表的な品種の乾物収量について,収集されたデータ数

と平均値を表 1に示した。なお,近畿・中国地域では 1回

刈区と2回刈区毎に,九州地域では 1回目の刈取と2回 日

の刈取に分けて乾物収量を示してある。まず,播種～ 1回

刈取までについて見ると,東北地域と近畿・中国地域では

大差がなく,こ れに比較して九州地域では若千劣った。九

州地域で劣った理由は,こ の地域では年 2回刈であり, 1

回目の刈取を他の地域より早目の出穂期に行っているため

と考えられる。次に,近畿・中国地域の 2回刈区の収量及

び九州地域の 1回日と2回目の合計収量 (年間収量)は東

北地域の乾物収量に比較して明らかに高かった。これは,

暖地では気候的に生育可能期F・5が長いので再生草による刈

取が可能なためである。
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品種

剰躙 近畿・中醐 t411糎

データ
数

腫 議
驚
データ
数

燿 諏
基
データ
数

燿

(セ/a) (し/ゴ a)

9 1“ 111メ 1

2回刈

23

11

1]目

2回目

9 119

109

X82m 9 1回メ1

2同刈

26

12

114

165

スズホ

2同刈 10

FS〕X 11 1回刈

2Eメ l

16

7

F馴万 1回目

2回目

9

9

■6

100

P圏 1可メ1

2回刈

12

22

147

204

16

2回メJ 6

FV田 2 1回目

2回目

9

SUGAR

GRACE

5 1回目

2回目

9

9

153

102

SG-lA 7 1回刈

2回刈

25

10

1回目

2回目

9

9

KCS16 15 11郵 1

2日 1

28

11

180

217

1回目

2回目

9

9

FS92 11 1剛 J
2回カ

27

11

1回目

2回目

9

9

表 1 ツルガムの乾物生産性の東北地域と暖地地域と
の比較

以上から, 1回 の刈取に限って見れば,ソ ルガム類は東

北地域においても暖地と大差ない乾物生産性を示すものと

言える。

C)東北地域内における地域間比較
東北地域各県の畜産試験場で共通的に供試された代表的

な品種の乾物収量を表2に示した。同一県のデータについ

て,点線で仕切られた上部は標準的な播種期の,下部は晩
播条件の乾物収量である。県間で試験年次や栽培条件が異

なっているので厳密な比較はできないが,各県で晩生品種
ほど乾物収量の多い傾向が見られ,かつ,品種の収量に県
間で明確な差がないことから,品種の持つ乾物生産力は東
北各県で概ね良好に発揮されていると考えられる。しかし,

収量の変動は極めて大きく,年次間で 2倍程度の収量差に

達している例も多 t、 特に,東北最北の青森県では低温年
(昭和63年)に収量が激減しており,乾物生産の不安定性
が示される,ま た,東北北部はど晩播による収量減少が明
確に認められる。これは,東北北部ほど寒冷な気候により,
生育期間の制限が大きいためであろう。

5 東北地域におけるソルガム類の利用向上

ソルガム類に関する試験研究は多く行われており,青森
県を除く各県で奨励 。優良品種が選定されている。しかし,

平成 2年度作物統計によれば,その作付面積は東北全体で

270ha程度 (飼料作物作付面積の02%.青刈とうもろこし
の15%)に過ぎない。しかも,その作付の大部分は無家

表 2 東北地域におけるソルガム類の乾物生産性

注 1)播種月日は3桁の整数表示。
2)空欄は概要に記載なし。
3)刈取期はスズホ,FS4,P956が 大部分の場合に
乳熟期～完熟期,KCS105が開花期～糊熟期。

畜農家における野菜等の連作障害回避や地力増進のための

緑肥作物である (平成 2年度東北地域農業研究会資料 ―
車地・飼料作―)。 今後,畜産においてソルガム類の一層
の利用向上を図るため特に以 ドの点について改善を図る事

が望まれる。

n)生育・収量の安定性 :寒冷な東北地域でも安定して
生産が可能な低温伸長性と耐倒伏性の高い品種の開発。

② 調製・利用の安定性
生育型 (子実型～スーダン型)な らびに刈取時の熟期の

多様性 (伸長期～完熟期)に対応して安定的に調製 (サ イ
レージ等)。 給与が可能な技術の開発

以 Lの(lL(2)について,デ ントコーンと同等あるいはそ

れ以上の改善が望まれよう。

験
所
試
場

和
次
昭
年

種
日
播
月

乾物収量 (kg/a)
スズホ FS4 P956 KCS10: FS902

青
森
畜
試

1388
1580
650
1068

1573 1558
154 0

510

1 7

1670
94 0

2350
1270
1110

101 7 1253 1201 1340

岩
手
畜
試

５７

５８

５９

∞

６‐

６２

６８

６４

２‐

２７

０２

∞

∞

∞

０６

０７

４６

％

1559
2697
1584
2001

2176
1797
280 1

2230

162 1

135 8

3435
1860

2076

4378

143 1

秋
田
畜
試

1583
1759
1792
1252

984

1888
219 3

1955
195 1

1922
1504
1285
141 4

172 1

1039

1%5
206 1

2232

畜
試
山
形

“

“ 1338
1640 1711
1273

宮
城
畜
試

∞

６‐

６２

1401
1587
119 3

1702 1586
1052
1732 1864

1265
1245
1403
1465
1412

福
島
畜
試

５７

５８

５９

６３

６４

988
142 4

1254

1566

7

1782
1493

193 1

2082
1395 1584 1474
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